
～津和野町林地残材搬出に伴う自伐林家等支援モデル～

｢山の宝でもう一杯!」プロジェクト結果報告

津
和
野
町
内
に
は
長
引
く
木
材
価

格
の
低
迷
に
よ
り
、
手
入
れ
不
足
で
間

伐
遅
れ
の
山
林
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

か
つ
て
は
、
「
自
分
の
山
は
自
分
で
管

理
す
る
」
「
自
分
ひ
と
り
で
管
理
で
き

な
け
れ
ば
寄
り
合
い
（
協
働
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
で
助
け
合
う
」
こ
と
で
山

の
手
入
れ
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
森
林
を
健

全
な
状
態
に
整
備
し
、
林
地
残
材
（
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
）
を
地
域
の
発
展
と
地
球

の
環
境
保
全
の
た
め
に
有
効
に
活
用
し

な
が
ら
、
林
地
残
材
の
出
荷
に
対
し
て

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
つ
て
の
よ

う
に
、
山
へ
出
か
け
山
の
手
入
れ
を
す

る
人
『
自
伐
林
家
』
の
復
活
と
、
林
地

残
材
を
搬
出
し
た
自
伐
林
家
等
に
対

し
て
、
現
金
で
の
助
成
で
は
な
く
、
町

山
の
宝
で
も
う
一
杯

社
会
実
験
大

１
１
１

成
功
皿

内
で
利
用
で
き
る
『
こ
だ
ま
商
品
券
（
地

域
通
貨
券
）
』
を
助
成
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

昨
年
、
如
月
～
廻
月
ま
で
の
３
ヵ
月

の
間
で
、
目
標
１
５
０
ト
ン
の
出
荷
を

目
指
し
、
社
会
実
験
と
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
。

『

P

可

ンq，

’

出荷C
｡

■出荷量

目標結果

10月50トン16トン

11月50トン80トン

12月50トン141トン

計150トン237トン

■こだま商品券の発行数

蕊
･酒

柵
矛貧
｡

牟
司

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
犯
人
の
方
（
う

ち
地
域
の
取
り
組
み
と
し
て
１
自
治
会

を
含
む
）
が
登
録
を
さ
れ
、
３
ヵ
月
間

で
、
目
標
を
は
る
か
に
超
え
る
２
３
７

ト
ン
の
林
地
残
材
が
山
か
ら
搬
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
だ
ま
商
品
券
も
７
０
８
枚
が
発
行

さ
れ
、
取
扱
登
録
商
店
艶
店
で
町
内

流
通
さ
れ
ま
し
た
。

；． 社
会
実
験
の
結
果
に
つ
い
て

型

騒
翌

一
一

‐

へ
Ｔ
▲
■
Ｆ
，

’

③
■出荷登録者数

L目標｜結果’
①識った木材を積み込み指定業者へいざ出荷！
②指定業者での計量を行ないます③みごと商品券

をGET!④こだま商品券には”ヤマトマモル”くん

がプリントされています

'25人28A
■取扱商店数ユユ

山の宝キャラクター

山と人を守る！

C |目標｜結果’
'50店’52店’

ヤマトマモル<ん

の宝で

出荷登録者

し

円

商

⑦
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このプロジェクトを実施するにあたり、松江市のiNPO法人もりふれ倶楽部、益田市のNPO法人アンダンテ21や島根県西部農林振興センタ

ー益田事務所に協力をしてもらい､事前のアンケート調査や森林に関心を持っていただくための「森の健康診断」やチェーンソーﾜー ｸなど

零難碧鵜(7月期実施，…"……”
Q家でストーブやお風呂などに薪を使っている………231戸

Qその薪はどこで調達していますか？…自家山林から伐採（176戸)他人から譲渡（43戸）

Qどんな林業機賊を持っていますか？…のこぎり・なた(489戸)草刈機(483戸)／チェーンソー(431戸)／全くないe2戸）

Q所有する山林に行く日数は？.……･･年10日未満(170戸)／年10～30日（80戸)／昔行ったことがある雛（133戸）

⑦
一

一
厘

琴 Ｐ
砲｢伐木・造材･搬出」特別研修の実施（のべ参加者88名） 頓

剛
毎10月に入ってから3回にわたって赤石山町有林において出荷登録者を中心に、チェーンソー

の目立てから伐倒・造材、土佐の森軽架線キットやPCウィンチを使った集材･などの研修を実

施しました。第1回目には、51名の参加があり、このプロジェクトの先駆者である高知県土佐

の森救援隊の事務局長を務める中嶋健造氏を招いて、軽架線キットの使い方を教わりました。

また、チェーンソーの目立て研修では、多くの参加者が熱心に勉強しました。

【実施日】第1回:10月1日～2日／第2回:10月8日～9日／第3回:10月22日～23日

司

聾

咽急秘画一｡

耐

出荷登録者ｱﾝｹーﾄの結馴月加実施伽名回答零
Qプロジェクトを何で知りましたか？…広報（17人85%）

Qプロジェクトに参加した理由は？…森林整備のため（14人70%）

Q参加前の印象は？…面白そう（12人60%）小遣い稼ぎのチャンス（7人35%）できるか不安（7人35%）

Q参加後の印象は？…またやりたい（14人70%）面白かった（8人40%）小遣い稼ぎができた（4人20%）

Q何を使って運搬しましたか？…軽ﾄラック（16人80%）運搬してもらった（3人15％）

『

Q出荷について良かったことは？…山がキレイになった（13人65%）短材でも出荷できるのが良い (9人45％）

Q林地残材の買取価格はどうだったか？…6,000円（現状）でいい（12人60％）5,000円は欲しい (5人25％）

Q地域通貨券「こだま商品券」の感想を…地元にお金が流れてよかった（15人75％）

Q今後も「山の宝でもう一杯!」プロジェクトに参加しますか？…はい (17人85％）

詳
し
く
は
、
農
林
課
林
業
係
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
会
ね
’
０
６
５
３
）

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
卯
日

以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
が
あ
る
市
町
村

役
場
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所
有
者
の

住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日
、

所
有
権
移
転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
．

面
談
、
用
途
等
を
記
載
し
ま
す
。

■
添
付
書
類

・
登
記
事
項
証
明
書
（
写
し
）
又
は
土

地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得

し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
（
写
し
）

・
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

対
象
外
）

売
買
契
約
の
届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は

た
方
（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地

等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
っ
た
方
は
、
役
場
へ
の
事
後
届
出
が
義

年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
Ｉ
卜
し
ま
す

■
届
出
期
間

■
対
象
者

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、
今

5広報つわの


